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◇
特
集

「
原
爆
文
学
」
再
読

―
後
藤
み
な
子
『
高
円
寺
へ
』

10

後
藤
み
な
子
『
高
円
寺
へ
』
に
向
か
う
た
め
に

楠

田

剛

士

一
．
特
集
の
趣
旨

本
特
集
は
第
七
一
回
原
爆
文
学
研
究
会
（
二
〇
二
四
年
三
月
一
六
日
）
の
再

読
企
画
に
基
づ
く
論
考
と
、
後
藤
文
学
全
体
を
再
読
す
る
た
め
の
小
説
事
典

お
よ
び
文
献
目
録
で
構
成
さ
れ
る
。
再
読
の
テ
キ
ス
ト
は
、
後
藤
み
な
子
の
『
高

円
寺
へ
』（
深
夜
叢
書
社
、
二
〇
二
一
・
一
〇
）
で
あ
る
。
本
書
の
著
者
経
歴
に

あ
る
よ
う
に
、
後
藤
は
一
九
三
六
年
に
長
崎
に
生
ま
れ
、
兄
を
長
崎
原
爆
で

亡
く
し
、
そ
の
死
を
み
と
っ
た
母
が
精
神
を
病
ん
だ
体
験
を
も
と
に
小
説
「
刻

を
曳
く
」
を
執
筆
し
た
。
「
刻
を
曳
く
」
が
文
芸
賞
を
受
賞
し
、
芥
川
賞
候

補
に
も
な
っ
た
。
そ
の
後
も
原
爆
後
の
家
族
に
つ
い
て
小
説
を
書
く
、
現
役
の

作
家
で
あ
る
。

後
藤
作
品
を
め
ぐ
る
本
会
で
の
批
評
と
し
て
は
、
二
〇
〇
五
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
田
﨑
弘
章
が
佐
多
稲
子
や
林
京
子
と
と
も
に
取
り
上
げ
、
二
〇
〇
六

年
の
機
関
誌
五
号
で
中
野
和
典
が
「
刻
を
曳
く
」
に
つ
い
て
論
じ
、
二
〇
一

二
年
の
研
究
会
で
『
樹
滴
』
の
合
評
会
を
行
い
、
長
野
秀
樹
が
報
告
し
た
の

み
で
あ
る
。
後
藤
み
な
子
と
い
う
作
家
が
、
長
崎
の
原
爆
を
め
ぐ
っ
て
書
き
続

け
て
き
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
て
も
、
ま
た
以
前
本
会
の
会
員
と
し
て
例
会
や

懇
親
会
に
参
加
さ
れ
て
い
た
関
わ
り
が
あ
っ
て
も
、
論
じ
ら
れ
る
機
会
は
多
く

な
か
っ
た
。
本
特
集
は
最
新
の
単
行
本
『
高
円
寺
へ
』
を
手
が
か
り
に
、
後
藤

文
学
の
再
読
・
再
評
価
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

再
読
に
は
研
究
会
員
か
ら
栗
山
雄
佑
氏
と
筆
者
、
会
員
外
か
ら
岩
下
祥
子

氏
の
三
人
が
登
壇
し
た
。
栗
山
氏
は
沖
縄
近
現
代
文
学
の
研
究
者
で
あ
り
、

『〈
怒
り
〉
の
文
学
化

―
近
現
代
日
本
文
学
か
ら
〈
沖
縄
〉
を
考
え
る
』（
春

テ

ク

ス

ト

風
社
、
二
〇
二
三
・
三
）
の
単
著
が
あ
る
。
会
報
六
九
号
に
お
い
て
目
取
真
俊

「
平
和
通
り
と
名
付
け
ら
れ
た
街
を
歩
い
て
」
と
後
藤
み
な
子
「
炭
塵
の
ふ

る
町
」
の
共
通
点
と
し
て
女
性
の
狂
気
を
指
摘
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
こ
で
示

唆
さ
れ
た
母
の
〈
狂
気
〉
の
問
題
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。

岩
下
氏
は
、
尾
形
亀
之
助
を
中
心
と
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
研
究
者
で
あ
り
、

詩
集
『
う
さ
ぎ
飼
い
』（
石
風
社
、
二
〇
二
〇
・
一
一
）
の
詩
人
で
あ
る
。
久
留
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米
大
学
で
批
評
家
・
松
原
新
一
の
指
導
を
受
け
、
後
藤
と
と
も
に
「
す
と
ろ

ん
ぼ
り
」
に
同
人
と
し
て
参
加
し
た
。
今
回
は
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
と
い
う

発
表
媒
体
を
踏
ま
え
て
論
じ
て
い
る
。
筆
者
に
つ
い
て
は
以
前
『
西
日
本
女
性

文
学
案
内
』（
花
書
院
、
二
〇
一
六
・
二
）
で
後
藤
の
経
歴
を
ま
と
め
る
機
会

が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、「
原
爆
小
説
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
著
作
、
先
行

評
、
反
復
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
述
べ
、『
高
円
寺
へ
』
に
向
か
う
た
め
の
議

論
の
扉
を
開
い
て
い
き
た
い
。

特
集
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
後
藤
の
著
作
や
評
価
が
一
望
で
き
、
今
後

の
研
究
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
文
献
目
録
を
作
成
し
た
。
目
録
に

な
い
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
今
回
の
登
壇

者
で
、
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
た
小
説
事
典
を
作
成
し
た
。
後
藤
は
作
中
に
お

い
て
、
似
た
設
定
の
人
物
を
繰
り
返
し
登
場
さ
せ
、
過
去
の
自
作
に
た
び
た

び
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
事
典
が
後
藤
の
小
説
の
特
徴
を
と
ら
え
る
う
え
で
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
．「
原
爆
小
説
」
に
つ
い
て

原
爆
文
学
研
究
会
と
い
う
場
で
後
藤
み
な
子
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
後
藤
と
原
爆
文
学
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
ろ

う
。
岩
下
論
で
も
栗
山
論
で
も
、
二
〇
〇
六
年
八
月
発
表
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

記
録
「〈
私
の
浦
上
〉」
の
発
言
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
後
藤
は
、
自
分
の

小
説
を
「
原
爆
小
説
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
「
非
常
に
嫌
」
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
以
前
に
も
、
一
九
八
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
の
原
爆
文
学
』
に
関
し

て
、「
自
分
の
鎮
魂
の
作
品
。
も
う
し
ば
ら
く
沈
め
て
お
き
た
い
」
と
作
品
収

録
を
断
っ
て
い
る
（
近
藤
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
「
元
編
集
者
が
残
す
『
日
本
の
原
爆
文
学
』

全
一
五
巻
の
記
録
」）。

し
か
し
初
め
か
ら
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
文
芸
賞
受
賞
後
の
朝
日
新

聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
（
一
九
七
一
・
一
一
・
一
六
）
で
は
、「
私
は
こ
れ
か

ら
も
長
崎
人
の
心
に
し
み
つ
い
た
原
爆
の
傷
を
執
よ
う
に
問
い
続
け
て
い
く
」

と
語
り
、「
い
ま
原
爆
に
ち
な
ん
だ
第
二
作
を
百
枚
書
い
て
い
る
」
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。「
長
崎
の
証
言
の
会
」
と
い
う
長
崎
の
平
和
活
動
団
体
に
寄

せ
た
手
紙
で
も
、「
「
原
爆
後
の
長
崎
」
は
私
の
一
生
の
仕
事
で
す
。
ど
こ
ま

で
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
や
っ
て
み
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
（「
長
崎
の
証
言

ニ
ュ
ー
ス
」
一
九
七
二
・
三
）
。
全
国
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
私
信
の
よ
う
な

も
の
で
も
、
自
分
が
原
爆
を
書
く
こ
と
を
引
き
受
け
る
意
志
が
表
明
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
実
際
に
「
雲
の
穴
」、「
海
鬼
灯
」、「
風
待
ち
島
」
と
い
っ
た
、

直
接
長
崎
の
被
爆
者
が
登
場
し
た
り
長
崎
が
舞
台
に
な
っ
た
り
す
る
短
篇
が

書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
「
風
待
ち
島
」
の
後
、
長
く
小
説
を
発
表
し
な
い
期
間
に
入
る
。

八
〇
年
代
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
、「
原
爆
小
説
を
書
け
ば
書
く
ほ
ど
、
原
爆
の
持

つ
テ
ー
マ
の
重
さ
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
」（「
暮
し
の
つ
み
草

書
く
こ

と
、
生
き
る
こ
と
」「
革
新
」
一
九
八
一
・
一
〇
）
と
い
う
よ
う
に
、
原
爆
を
書

く
苦
し
み
が
た
び
た
び
書
か
れ
て
い
く
。
八
三
年
の
再
録
辞
退
も
こ
の
時
期
に

あ
た
る
。
二
〇
〇
二
年
九
月
に
「
桐
の
露
地
」
を
発
表
し
て
か
ら
二
〇
〇
六

年
七
月
の
「
樹
滴
」
連
載
ま
で
約
四
年
の
間
が
空
い
た
こ
と
も
、
な
お
書
く

困
難
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
後
藤
に
と
っ
て
「
原
爆
小
説
」
と
は
書

こ
う
と
し
て
も
思
う
よ
う
に
書
け
な
い
も
の
だ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発

言
は
こ
う
し
た
過
程
を
経
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

さ
ら
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
に
も
変
化
が
あ
る
。「
樹
滴
」
連
載
中
の
二
〇
〇

八
年
に
放
送
さ
れ
た
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
で
は
、「
文
学
に
は
、
時
空
を
超
え
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た
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
の
小
説
に
そ
の
力
が
あ
る
か
は
疑
問
で
す

が
、
そ
の
力
を
持
つ
よ
う
に
精
進
し
た
い
。
原
爆
が
人
間
の
心
に
ど
れ
ほ
ど
大

き
な
影
を
落
と
し
た
か
、
こ
れ
を
書
か
な
け
れ
ば
死
ね
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
て
い
る
。
近
年
の
新
聞
記
事
で
も
、「
被
爆
体
験
を
語
れ
る
人
は
い
ず

れ
い
な
く
な
る
が
、
文
学
は
時
空
を
超
え
て
訴
え
る
力
が
あ
る
。
原
爆
で
未

来
を
閉
ざ
さ
れ
た
人
々
の
魂
に
寄
り
添
い
、
生
き
て
い
る
限
り
は
書
き
続
け
て

い
き
た
い
」（「
読
売
新
聞
」
二
〇
二
二
・
八
・
九
）
と
述
べ
る
。
ど
ち
ら
も
原
爆

の
も
た
ら
し
た
問
題
を
小
説
に
結
び
付
け
て
書
く
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
の
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文
学
』
へ
の
再
録
で
も
、「
父
も
死
に

母
も
死
」
に
「
浦
上
の
原
爆
も
風
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
」
た
気

持
ち
が
あ
っ
た
と
し
て
承
諾
し
て
い
る
（「
ひ
ろ
ば
北
九
州
」
二
〇
一
一
・
一
二
）。

後
藤
は
原
爆
を
文
学
と
し
て
書
く
こ
と
の
難
し
さ
に
向
き
合
い
、
そ
の
困
難

さ
を
実
感
を
込
め
て
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
に
著
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
原
爆
が
も

た
ら
す
問
題
に
対
す
る
「
文
学
の
力
」
の
可
能
性
の
形
象
で
あ
る
。
原
爆
文

学
を
研
究
す
る
場
で
論
じ
る
に
意
義
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

三
．
著
作

後
藤
は
長
く
小
説
を
発
表
し
な
い
期
間
が
あ
っ
た
た
め
、
一
般
に
寡
作
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
を
書
い

て
き
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
ど
れ
く
ら
い
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
。
そ
れ
を
整
理

し
た
の
が
「
後
藤
み
な
子
著
作
・
関
連
文
献
目
録
」
で
あ
る
。

後
藤
は
「
刻
を
曳
く
」
を
最
初
に
書
い
た
小
説
だ
と
述
べ
て
い
る
。
作
家
と

し
て
の
第
一
作
で
間
違
い
な
い
が
、
諫
早
高
校
二
年
の
と
き
「
藤
な
み
江
」
の

筆
名
で
書
い
た
「
空
色
の
本
」
が
あ
る
。
敬
体
で
書
か
れ
た
三
ペ
ー
ジ
の
掌
編

で
、
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
私
」
が
中
学
生
の
と
き
、
貸
本
屋
で

空
色
の
表
紙
の
本
を
手
に
取
る
高
校
生
の
水
野
信
吾
を
知
る
。
信
吾
は
姉
の

ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
だ
っ
た
が
、「
私
」
と
も
仲
良
く
な
っ
て
い
く
。
一
年
ぶ
り
に

二
人
き
り
で
再
会
す
る
が
、
四
日
後
、
信
吾
の
友
人
か
ら
手
紙
が
届
き
、
信

吾
が
自
殺
し
た
こ
と
、「
私
」
を
愛
し
て
い
た
こ
と
、
望
ま
な
い
結
婚
を
迫
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。「
私
」
は
衝
撃
を
受
け
、
死
に
た
い
と
思
う
が
勇
気

が
出
な
い
。
ど
こ
か
ら
か
信
吾
が
発
し
た
「
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
苦
し
い
こ

と
で
す
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
こ
ろ
で
物
語
が
終
わ
る
。
性
急
な
物

語
展
開
に
未
熟
さ
は
あ
る
も
の
の
、
思
い
が
け
ず
汽
車
に
飛
び
乗
り
、
自
分

で
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
博
多
行
き
の
切
符
を
買
う
主
人
公
の
不
意
の
行
動
は
、

作
家
デ
ビ
ュ
ー
後
の
作
中
人
物
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

単
行
本
は
小
説
が
三
冊
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
一
冊
あ
る
。『
刻
を
曳
く
』

以
降
の
七
〇
年
代
の
作
品
（
「
雲
の
穴
」「
海
鬼
灯
」「
風
待
ち
島
」）
は
単
行
本

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
七
七
年
の
「
風
待
ち
島
」
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
「
霧

の
露
地
」
ま
で
四
半
世
紀
の
開
き
が
あ
り
、『
刻
を
曳
く
』
か
ら
『
樹
滴
』
ま

で
四
〇
年
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
寡
作
と
い
え
る
。

し
か
し
そ
れ
は
「
樹
滴
」
よ
り
前
で
あ
り
、
以
降
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
発
表

し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
「
樹
滴
」
の
連
載
が
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
で
始

ま
る
。
同
人
に
な
っ
た
経
緯
は
岩
下
論
が
詳
し
い
が
、
岩
下
が
述
べ
る
後
藤
の

「
創
作
意
欲
・
情
熱
」
は
、「
樹
滴
」
初
回
で
「
連
作
」
の
見
出
し
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
後
の
小
説
も
連
作
に
よ
る
長
篇
と
な
り
、
後

藤
の
執
筆
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
い
く
。

「
す
と
ん
ぼ
り
」
は
ほ
ぼ
半
年
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
さ
れ
、「
樹
滴
」

も
毎
号
連
載
さ
れ
た
。
八
号
で
完
結
し
、
九
号
か
ら
次
作
「
高
円
寺
へ
」
が

始
ま
る
。「
高
円
寺
へ
」
は
第
四
回
ま
で
が
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」、
第
五
回
以
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降
は
関
西
か
ら
出
て
い
る
雑
誌
「
イ
リ
プ
ス
Ⅱ
ｎ
ｄ
」
に
連
載
さ
れ
た
。
二
〇

一
三
年
に
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
同
人
の
中
心
だ
っ
た
松
原
新
一
が
亡
く
な
り
、

雑
誌
の
編
集
や
刊
行
が
遅
れ
た
た
め
、
掲
載
誌
を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
（
松

尾
省
三
「
あ
と
が
き
」「
イ
リ
プ
ス
Ⅱ
ｎ
ｄ
」
一
四
号
、
二
〇
一
四
・
一
〇
）。
詩
人

の
倉
橋
健
一
の
橋
渡
し
で
『
樹
滴
』
が
深
夜
叢
書
社
か
ら
単
行
本
化
さ
れ
た

縁
も
あ
り
（
松
原
新
一
「
喫
煙
室
・
１
」「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
二
〇
一
二
・
一
〇
）、

倉
橋
が
主
宰
す
る
「
イ
リ
プ
ス
Ⅱ
ｎ
ｄ
」（
の
ち
「
イ
リ
プ
ス
Ⅲ
ｒ
ｄ
」）
が
新
し
い

発
表
の
場
に
な
っ
た
。「
高
円
寺
へ
」
完
結
後
も
「
川
岸
」「
霧
雨
」「
昼
の
月
」

と
ほ
ぼ
休
み
な
く
小
説
を
発
表
し
、
執
筆
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
い
る
。

な
お
「
霧
雨
」
は
連
作
十
一
ま
で
続
く
が
、
末
尾
に
最
終
回
を
示
す
記
載
は

な
い
。
十
一
話
は
、
主
人
公
が
母
に
縁
の
あ
る
宿
に
泊
ま
ろ
う
と
し
た
場
面

で
終
わ
っ
て
い
る
。
続
け
て
宿
の
中
の
様
子
や
宿
泊
後
の
心
境
が
書
か
れ
て
も

お
か
し
く
な
い
流
れ
で
あ
る
だ
け
に
、
唐
突
に
終
わ
っ
た
印
象
は
拭
え
な
い
。

著
作
に
は
他
に
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
エ
ッ
セ
イ
が
あ
る
。
特
に
『
女
芸
人
聞

書
』
に
ま
と
め
ら
れ
る
聞
き
書
き
の
連
載
、「
毎
日
新
聞
」「
革
新
」
で
の
エ
ッ

セ
イ
の
連
載
は
小
説
を
発
表
し
て
い
な
い
期
間
に
あ
た
る
。
小
説
を
書
き
た
く

て
も
書
け
な
い
葛
藤
や
苦
悩
が
見
え
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
人
と
の

出
会
い
に
手
応
え
を
感
じ
る
様
子
も
窺
え
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
、
解

説
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
対
談
、
選
評
な
ど
仕
事
の
幅
が
広
が
っ
て
い
く
。
北
九

州
市
立
文
学
館
友
の
会
や
北
九
州
文
学
協
会
の
会
長
を
は
じ
め
、
松
原
新
一

と
「
山
本
健
吉
・
石
橋
秀
野
研
究
会
」
の
世
話
人
代
表
を
務
め
た
り
、
作
品

は
発
表
し
て
い
な
い
が
雑
誌
「
九
州
作
家
」
の
編
集
委
員
を
務
め
た
り
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
後
藤
の
仕
事
は
、
北
九
州
に
住
み
、
自
分
だ
け
で
は
な
く

他
人
の
文
学
の
力
も
育
て
、
広
げ
て
い
く
こ
と
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

関
連
文
献
に
は
批
評
、
解
説
、
新
聞
記
事
等
が
あ
る
。
全
体
と
し
て
研
究

論
文
は
少
な
い
。
文
芸
賞
受
賞
か
ら
七
〇
年
代
後
半
ま
で
は
、
原
爆
文
学
を

描
く
新
人
作
家
と
し
て
文
芸
誌
で
の
時
評
・
合
評
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

八
〇
年
代
以
降
、
小
説
を
発
表
し
な
い
時
期
に
入
る
と
、
林
京
子
や
佐
多
稲

子
ら
と
と
も
長
崎
原
爆
を
描
い
た
文
学
史
的
意
義
が
評
価
さ
れ
て
い
く
。
た

だ
し
小
説
の
単
行
本
が
『
刻
を
曳
く
』
だ
け
の
た
め
、
論
じ
ら
れ
る
作
品
対

象
も
限
ら
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
り
、
後
藤
が
同
人
誌
を
拠
点
と
し
て

小
説
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
九
州
在
住
の
松
原
新
一
、
松
本
常
彦
、

松
下
博
文
、
長
野
秀
樹
ら
が
積
極
的
に
新
聞
時
評
で
取
り
上
げ
て
い
く
。
特

に
『
樹
滴
』
完
結
・
刊
行
時
に
は
、
読
売
新
聞
、
西
日
本
新
聞
、
毎
日
新
聞
、

朝
日
新
聞
の
各
紙
で
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
後
藤
に
は
執
筆
以

外
の
仕
事
も
あ
る
が
、
講
演
や
イ
ベ
ン
ト
が
報
じ
ら
れ
た
り
、
談
話
・
コ
メ
ン

ト
が
掲
載
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
社
会
へ
の
発
信
も
、

時
空
を
超
え
て
訴
え
る
文
学
の
力
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

四
．
先
行
評

『
高
円
寺
へ
』
に
関
す
る
先
行
評
は
新
聞
の
時
評
が
多
い
。
一
番
早
い
も
の

で
は
、
長
野
秀
樹
が
第
一
回
を
取
り
上
げ
る
が
、
短
い
紹
介
に
と
ど
ま
る
（「
西

日
本
新
聞
」
二
〇
一
〇
・
一
二
・
一
）
。
松
下
博
文
は
第
一
回
に
つ
い
て
「
作
品

全
体
に
無
力
感
と
虚
無
感
が
漂
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
食
卓
に
置
か
れ
た
「
鍋
」

が
夫
婦
関
係
の
す
れ
違
い
を
象
徴
し
て
い
る
と
見
る
（「
毎
日
新
聞
」
西
部
、
二

〇
一
一
・
三
・
二
一
）
。
大
矢
和
世
に
よ
る
取
材
記
事
は
『
樹
滴
』
刊
行
が
中

心
だ
が
連
載
中
の
「
高
円
寺
へ
」
に
も
触
れ
、「
語
れ
な
か
っ
た
「
核
心
」
に

向
か
っ
て
、
幾
度
も
文
学
の
言
葉
を
重
ね
る
」
朝
子
の
姿
を
紹
介
す
る
（
「
西

日
本
新
聞
」
二
〇
一
二
・
八
・
八
）
。
松
原
新
一
に
よ
る
批
評
は
、
第
四
回
が
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掲
載
さ
れ
た
「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
一
二
号
（
二
〇
一
二
・
一
〇
）
に
掲
載
さ
れ

た
。
松
原
は
「
朝
子
と
い
う
女
性
は
長
く
ひ
た
す
ら
受
動
性
の
内
部
を
生
き

て
き
た
ひ
と
」
と
述
べ
、
大
矢
和
世
の
表
現
を
借
り
な
が
ら
朝
子
に
と
っ
て
の

「
文
学
」
と
は
「
深
い
「
空
白
」
に
こ
と
ば
を
与
え
る
苦
痛
に
満
ち
た
作
業

に
な
る
は
ず
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
長
野
秀
樹
は
連
載
完
結
後
に
、「
作
家

が
誕
生
す
る
稀
有
な
時
間
が
、
揺
蕩
い
な
が
ら
流
れ
る
時
間
と
高
円
寺
と
い

う
空
間
に
、
描
き
出
さ
れ
る
」
と
ま
と
め
る
（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
五
・
一

一
・
三
〇
）。
松
本
常
彦
も
完
結
に
際
し
「「
高
円
寺
へ
」
の
執
筆
は
、
文
学
と

い
う
危
険
地
帯
に
近
づ
く
自
身
の
姿
を
映
し
、
そ
の
危
険
地
帯
を
通
過
す
る

こ
と
な
し
に
は
表
現
で
き
な
い
生
の
死
角
を
映
す
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
拭
く
試
み

で
あ
っ
た
」
と
意
味
づ
け
る
（「
読
売
新
聞
」
西
部
、
二
〇
一
五
・
一
二
・
一
二
）。

小
林
孝
𠮷
は
、「
主
人
公
・
朝
子
に
、
後
藤
み
な
子
に
小
説
を
書
か
せ
る
こ
と

に
な
る
の
は
、
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
空
洞
と
、
閉
ざ
さ
れ
る
ほ
ど
に
解

き
放
た
れ
る
こ
と
を
望
む
母
の
記
憶
と
、
そ
の
と
き
に
知
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
夫
・
隼
と
の
「
愛
」」
と
い
う
、「
直
接
描
か
れ
る
こ
と
の
な
い
」
三
つ
を

と
ら
え
て
い
る
（『
原
発
と
原
爆
の
文
学
』
二
〇
一
六
・
三
）。

先
行
評
で
は
〈
無
力
感
〉〈
虚
無
感
〉〈
空
洞
〉
を
抱
え
つ
つ
、〈
語
れ
な
い

部
分
〉〈
空
白
〉〈
死
角
〉
に
接
近
す
る
朝
子
の
生
き
方
、
あ
る
い
は
そ
こ
か

ら
浮
か
び
上
が
る
後
藤
の
書
く
意
志
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。「
刻
を
曳
く
」
や

『
樹
滴
』
と
比
較
さ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
他
の
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
も
合
わ
せ
て

考
え
て
み
た
い
。

五
．
反
復
す
る
イ
メ
ー
ジ

『
樹
滴
』
完
結
の
翌
号
か
ら
、
早
速
「
高
円
寺
へ
」
の
連
載
が
始
ま
っ
て
い

る
。
後
藤
の
エ
ッ
セ
イ
「
諫
早
に
て
。」（「
す
と
ろ
ん
ぼ
り
」
二
〇
一
四
・
一
二
）

に
よ
る
と
、
も
と
も
と
『
樹
滴
』
連
載
後
に
松
原
新
一
か
ら
次
の
作
品
を
聞

か
れ
た
と
き
、
咄
嗟
に
「
諫
早
」
を
書
く
と
言
葉
に
し
た
が
、
書
く
べ
き
テ
ー

マ
が
自
分
の
中
で
温
ま
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
代
わ
り
に
「
高
円
寺
へ
」
を

書
く
こ
と
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
と
き
書
け
な
か
っ
た
「
諫
早
」
は
、

「
高
円
寺
へ
」
の
後
の
小
説
「
川
岸
」
に
お
い
て
、
諫
早
水
害
の
記
憶
（
の
空

白
）
を
め
ぐ
っ
て
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
テ
ー
マ
が
温
ま
る
ま
で
に
時
間
か

か
る
こ
と
は
、
長
崎
原
爆
二
六
年
後
に
発
表
さ
れ
た
「
刻
を
曳
く
」
や
四
〇

年
ぶ
り
の
単
行
本
小
説
『
樹
滴
』、
そ
し
て
東
京
時
代
か
ら
大
き
く
時
間
を
隔

て
た
『
高
円
寺
へ
』
に
も
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
高
円
寺
が
『
高
円
寺
へ
』
で
初
め
て
描
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
文

芸
賞
受
賞
時
の
作
者
紹
介
欄
に
は
、
後
藤
の
高
円
寺
の
住
所
が
番
地
・
ア
パ
ー

ト
名
ま
で
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
後
藤
が
希
望
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

が
、
以
後
、
後
藤
の
著
作
に
は
高
円
寺
が
何
度
も
登
場
す
る
。
小
説
で
は
「
雲

の
穴
」「
風
待
ち
島
」「
桐
の
露
地
」『
樹
滴
』
で
ア
パ
ー
ト
の
様
子
が
描
か
れ

る
。
八
〇
年
代
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
高
円
寺
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
作
家
の
未
亡
人
で
酒
場
を
開
い
て
い
る
Ｎ
夫
人
と
親
し
く
し
て

い
た
こ
と
が
頻
繁
に
話
題
に
挙
が
る
（
「
暮
し
の
つ
み
草

あ
る
夫
婦
の
話
」「
革

新
」
一
九
八
一
・
七
、「
美
し
い
話
」「
か
く
し
ん
」
一
九
八
二
・
一
一
な
ど
）
。
エ

ッ
セ
イ
で
書
か
れ
た
高
円
寺
と
い
う
場
所
や
酒
場
に
集
う
人
々
の
様
子
を
『
高

円
寺
へ
』
の
そ
れ
と
で
比
較
す
る
と
、
約
三
〇
年
の
開
き
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
記
述
の
重
な
り
が
多
く
見
ら
れ
る
。
他
方
、
エ
ッ
セ
イ
で
は
作
家
Ｎ
と
イ

ニ
シ
ャ
ル
だ
っ
た
も
の
が
、『
高
円
寺
へ
』
で
は
坂
田
先
生
と
具
体
的
な
人
物
名

が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
違
い
も
見
ら
れ
る
。

後
藤
の
小
説
に
お
け
る
高
円
寺
表
象
で
注
目
し
た
い
の
は
、
高
円
寺
が
時
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間
や
空
間
を
超
え
る
幻
視
の
場
所
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
雲
の
穴
」

で
は
、
不
倫
相
手
の
男
性
と
高
円
寺
の
住
宅
街
の
公
園
で
初
め
て
出
会
う
が
、

公
園
に
咲
い
て
い
た
紫
陽
花
は
、
幼
少
時
代
に
暮
ら
し
た
長
崎
の
風
景
や
父
の

背
中
へ
の
記
憶
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
桐
の
露
地
」
は
、〈
霧
の
露
地
〉

の
物
語
で
も
あ
り
、
ア
パ
ー
ト
の
露
地
に
あ
る
桐
が
霧
の
よ
う
な
幻
に
覆
わ
れ

る
感
覚
を
抱
く
。『
樹
滴
』
で
は
、
高
円
寺
の
露
地
で
男
と
別
れ
た
と
き
、
そ

こ
に
大
き
な
桐
の
木
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
全
く
異
な
る
は
ず
の
浦
上

の
樹
木
を
連
想
し
て
い
る
。

全
く
異
な
る
場
所
、
も
の
、
人
と
の
結
び
付
き
は
『
高
円
寺
へ
』
で
は
、
霧
、

朧
、
靄
、
幻
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
表
れ
る
。
以
下
い
く
つ
か
例
を
示
す
。

・
そ
の
夜
、
見
る
間
に
霧
は
海
も
山
も
島
も
覆
い
隠
し
た
。
全
て
が
霧
の
中
で
見
え

な
く
な
っ
た
。
深
い
霧
を
朝
子
は
い
つ
ま
で
も
茫
々
と
眺
め
た
。（
二
五
‐
二
六
頁
）

・「
そ
の
夜
の
こ
と
は
、
別
れ
る
時
も
、
ず
っ
と
思
い
出
さ
な
く
て
、
先
日
、
佐
方

先
生
の
お
宅
へ
お
邪
魔
し
た
帰
り
、
空
の
朧
月
を
見
上
げ
た
時
、
不
意
に
思
い

出
し
た
の
で
す
。
こ
の
空
は
い
つ
か
見
た
こ
と
が
あ
る
。
違
っ
た
の
で
す
。
自
分

が
見
た
月
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
何
も
か
も
自
信
な
く
て
、
夫
と

別
れ
た
こ
と
も
…
…
、
何
故
そ
う
し
た
か
も
曖
昧
で
」（
一
四
五
頁
）

・
朝
子
は
川
の
土
手
を
眺
め
続
け
た
。
靄
は
い
っ
そ
う
濃
く
な
っ
て
川
を
埋
め

尽
く
し
て
い
く
（
略
）
靄
が
切
れ
て
、
立
ち
現
れ
た
木
は
幼
い
朝
子
が
見
た
、

葉
が
落
ち
た
裸
木
の
よ
う
に
も
見
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
細
い
木
は
母
自
身

に
も
思
え
た
。（
一
六
一
‐
一
六
二
頁
）

・
朝
子
が
今
か
ら
向
か
お
う
と
し
て
い
る
文
学
が
、
一
瞬
の
幻
の
よ
う
に
、
光

芒
の
飛
沫
と
な
っ
て
消
え
去
っ
て
も
い
い
、
あ
の
母
を
書
い
て
お
き
た
い
と
お

も
っ
た
。（
二
四
四
‐
二
四
五
頁
）

不
確
か
で
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
浦
上
や
原
爆
や
死
者
と
い
っ
た
、
い

ま
こ
の
自
分
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
も
の
と
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
幻
視
の

場
所
を
描
く
こ
と
は
、「
文
学
は
時
空
を
超
え
て
訴
え
る
力
が
あ
る
」
と
語
る

後
藤
の
文
学
的
実
践
と
し
て
と
ら
え
た
い
。

そ
の
他
、『
高
円
寺
へ
』
と
後
藤
の
他
作
品
と
の
関
連
に
触
れ
て
お
く
。
先

ほ
ど
述
べ
た
幻
視
の
イ
メ
ー
ジ
は
、『
高
円
寺
へ
』
以
降
も
、「
川
岸
」
に
お
け

る
川
霧
と
父
母
の
姿
、「
霧
雨
」
に
お
け
る
霧
雨
と
母
の
記
憶
な
ど
で
反
復
さ

れ
る
。『
高
円
寺
へ
』
の
あ
と
が
き
に
は
、
東
京
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
倉
が
原

爆
投
下
予
定
地
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
同

様
の
内
容
が
、
す
で
に
エ
ッ
セ
イ
「
雲
の
穴
」（「
毎
日
新
聞
」
一
九
八
〇
・
一
・

三
一
）
に
見
ら
れ
、
小
説
と
し
て
は
「
霧
雨
」
の
大
き
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て

い
く
。

炭
鉱
町
に
つ
い
て
も
「
炭
塵
が
ふ
る
町
」
以
来
の
後
藤
の
関
心
事
で
あ
る
。

エ
ッ
セ
イ
「
二
つ
の
石
」（「
文
學
界
」
一
九
七
三
・
五
）
の
な
か
で
、
筑
豊
の
炭

鉱
町
で
あ
る
Ｋ
町
（
鞍
手
町
）
に
Ｕ
氏
夫
妻
（
上
野
英
信
・
晴
子
）
と
一
緒
に

訪
れ
た
と
き
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
『
女
芸
人
聞
書
』

で
は
自
分
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
ず
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
側
に
徹
す
る
が
、

丘
輝
美
の
回
だ
け
は
、後
藤
自
身
の
炭
鉱
町
の
経
験
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。

最
新
作
の
「
昼
の
月
」
で
も
炭
鉱
町
へ
の
天
皇
の
巡
行
と
母
親
の
飛
び
込
み
が

言
及
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
個
々
の
作
品
研
究
や
複
数
を
横
断
す
る
テ
ー
マ
の
分
析
の
ほ
か

に
、
戦
後
の
よ
り
広
い
文
脈
か
ら
の
分
析
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。


